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持続的な共同制作の実践における新しい芸術を創造する可能性を考察するものであり、博士作品の展示は博
士論文における考察をもとに構成されている。 
博士作品「アーカイブ－HAYY-」は映画「HAYY」の上映、HAYYに関するインタビュー映像の上映、HAYYに関
する資料展示という３つの要素からなる。映画「HAYY」は12世紀の小説『独学の哲学者』をもとにした「ニ
ュアンス」のプロジェクト「HAYY－独学のミュージカル」のイタリア、ドイツ、東京における記録映像であ
る。壁一面に投影された映像の中心に対し少しずれた位置に置かれた観客席は、この上映が不可侵な「作品」
の一方向的な提示ではなく、鑑賞者の意識を複眼的に広げるアーカイブとしての展示であるという作者の意
図を示す。映画には異なる文化的背景を持つ者同士が様々な土地で数日にわたる共同生活を送りながら制作・
発表を行っていく中での変化が記録されており、コラボレーションにおける創造的可能性を考察する上で非
常に示唆に富む。二つ目の要素である展示壁に取り付けられたディスプレイに映し出された映像は「HAYY」
プロジェクト参加者に梅原が行ったインタビューであり、フィクションを検証するドキュメントというフィ
クション、といったメタ表現的構造を持つ点が興味深い。三つ目の要素は物質的資料であり、「HAYY」のポス
ター、アーティスト・ブック、映画「HAYY」のオリジナル版が保存されたUSBスティック、博士論文などが展
示された。これらは取り出し使用され得るアーカイブであり、鑑賞者よって新しい解釈が生み出されること
を歓迎するもので、芸術創造の可能性に対する作者の信頼と希望を感じさせる。 
審査会では、梅原が十数年にわたって異文化と交流し続け、意見を交換することで互いに新たな視点を獲
得し、他者や歴史を知る経験を積み重ねながら新しい表現を真摯に探求してきた活動の集大成であり、芸術
創造におけるコミュニケーションの意義を再考させる意義を持つ優れた作品として本作品を評価し、全員一
致で博士の学位を認めると判定した。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
梅原麻紀の作品及び論文は、コラボレーション（共同創造）とアーカイブ（記録資料体）に関する深い経
験と考察に導かれ出来上がったものである。梅原自身、ドイツ人アーティストと「ニュアンス」というアー
ティスト・コレクティブを組み、ヨーロッパ、アメリカ、アジアで国際的に活動しているが、今回の博士作
品「アーカイブ HAYY」ではそうした10年近くに渡るユニット活動を総括し、編集し、読み換えながら独自
の想起と共有の場を提示するものである。“HAYY“は、主人公ハイの人格形成の時間の流れを縦糸に、シチリ
ア、イスタンブール、東京、デュッセルドルフ、ベルリンといった都市の移動を横糸にして、各プロジェク
トを通しハイがどのように変容していったのかが描かれる。 
論文もまたそうした方向に沿い、近年、重要性を増す、異なる文化環境における共同創造の可能性に関す
る優れた論考になっている。国籍、言語、民族、ジャンルを異にするコラボレーションの形式であるアーテ
ィスト・コレクティブの長期に渡る継続的な実践やその情報を記録し、資料体とし新たな芸術創造へ繋げる
ことの可能性に関して、自身の様々なプロジェクトの経験から説得力に富む形で論じられている。共に創造
するとはどのようなことなのか、その創造のプロセスで他者と交流し、価値を分かち合うことは何を契機と
して可能になるのか。また他者との出会いを通し、さらなる創造を生む上で大切なことは何なのか。こうし
た問題への洞察に満ちた論考は、アーティスト・コレクティブを目指す人々にとって有意義な指針となるだ
ろう。 
作品及び論文ともに内容や構成をよく練られたものであり、博士号に値するものと判断する。
